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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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た
▼
選
挙
は
、
国
民
の
景
気

回
復
へ
の
期
待
を
メ
デ
ィ
ア

と
も
ど
も「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

な
る
実
態
の
な
い
言
葉
で
あ

お
り
「
勝
利
」
を
収
め
早
速

「
右
ハ
ン
ド
ル
」の
暴
走
を
始

め
た
▼
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
制

作
・
宮
崎
駿
監
督
「
風
立
ち

ぬ
」
の
大
ヒ
ッ
ト
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
が
監
督
は
「
あ

の
時
代
と
今
が
似
て
い
る
か

ら
」
と
大
人
向
け
ア
ニ
メ
制

作
の
動
機
を
語
る
▼
「
自
分

た
ち
は
関
係
が
な
い
」
と

思
っ
て
い
て
も
突
然
戦
争
に

駆
り
出
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

国
家
公
務
員
で
あ
る
以
上
、

命
令
さ
れ
れ
ば
断
れ
な
い
と

い
っ
た
日
が
来
る
か
も
し
れ

な
い
。
考
え
す
ぎ
だ
と
思
い

た
い
が
少
々
不
安
だ
。
憲
法

9
条
は
絶
対
に
変
え
て
は
な

ら
な
い
大
切
な
も
の
だ
。

先
の
選
挙
で

自
公
政
権
が

過
半
数
を
取

り
、
憲
法
改

定
が
現
実
味

を
帯
び
て
き

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉飛
車
の
活
用
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

（
　
分
で
二
段
）

10

賃
下
げ
反

賃
下
げ
反
対対
の
旗
は
下
げ

ら
れ
な
い

要
求
実
現
め
ざ
し
7
・
　
中
央
行
動
で
奮
闘

25

全
国
か
ら
2
0
0
0
人
の
仲
間
が
結
集
！

　
全
労
連
、
国
民
春
闘
共

闘
、
全
労
連
公
務
部
会
は
7

月
　
日
、「
解
雇
の
自
由
化

25
許
す
な
！
　
公
務
員
賃
金
の

改
善
、
時
給
1
0
0
0
円
以

上
の
最
低
賃
金
を
」
を
掲
げ

て「
　
年
夏
季
闘
争
勝
利
７
・

13

　
中
央
行
動
」

25を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
こ
の
行

動
に
は
共
催
し

た
国
公
労
連
を

は
じ
め
と
し
た

労
働
組
合
、
農

民
連
な
ど
民
主

団
体
も
あ
わ
せ

て
全
体
で
2
0

0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
全
国
税
か
ら

は
、
大
阪
国
公

か
ら
派
遣
さ
れ

た
伊
藤
英
治
さ
ん
が
、
人
事

院
前
で
の
行
動
に
結
集
し
、

元
気
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
あ
げ
ま
し
た
（
写
真
）。

50歳代後半切捨て人
事
発
令

　
7
月
　
日
人
事
発
令
を
全
国
税
と
し
て
分
析
し
ま
し
た
。

10

　
6
級
ポ
ス
ト
発
令
は
、
大
量
採
用
期
の
退
職
も
あ
り
都
市
局
で
は
増
加
し
ま
し

た
。
普
通
科
　
期
や
専
科
　
期
に
発
令
が
あ
っ
た
反
面
、
普
通
科
　
期
相
当
に
発

51

27

32

令
が
な
く
、「
誰
で
も
定
年
ま
で
に
6
級
ポ
ス
ト
を
」
の
要
求
は
踏
み
に
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　
全
国
の
発
令
状
況
の
把
握
は
途
中
で
す
が
、
別
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　「
6
級
ポ
ス
ト
発
令
」

　
一
部
の
局
で
は
普
　
期
相

33

当
に
は
ポ
ス
ト
発
令
が
あ
り

ま
し
た
が
、
残
り
9
ヵ
月
の

普
　
期
相
当
に
は
発
令
が
あ

32
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
東
京
局
で
は
指
定
を
除
く

2
7
7
人
の
退
職
者
の
内
、

上
席
が
　
人
と
　
％
を
占
め

96

34

ま
す
。

　
多
く
の
局
で
は
　
歳
代
後

50

半
の
職
員
は
全
国
税
組
合
員

を
含
め
、
切
り
捨
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
で
は
、
職
場
で
重
要

な
役
割
を
持
ち
、
後
輩
た
ち

の
指
導
に
追
わ
れ
て
い
る
上

席
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
下
が
る
一
方
で
す
。

　
全
国
税
は
各
級
機
関
で
、

一
般
上
席
が
希
望
と
意
欲
を

持
っ
て
働
け
る
職
場
実
現
を

求
め
闘
い
を
継
続
し
ま
す
。

　
一
般
上
席
の
女
性
登
用
を

　
ト
ッ
プ
は
東
京
局
か
ら
関

信
局
の
課
税
二
部
長
に
発
令

さ
れ
た
女
性
で
し
た
。

　
し
か
し
年
次
採
用
者
の
女

性
に
対
す
る
発
令
が
少
な

く
、
こ
こ
で
も
切
り
捨
て
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
税
は
登
用
計
画
の
改

善
、
女
性
職
員
の
処
遇
改
善

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
降
格
人
事
続
く

　
６
級
ポ
ス
ト
か
ら
の
降
格

人
事
が
各
地
連
か
ら
報
告
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
局
で

は
５
名
か
ら
　
名
に
増
加
し

10

て
い
ま
す
。

　
原
因
は
様
々
で
し
ょ
う
が

当
局
の
管
理
強
化
に
よ
り
健

康
を
害
し
、
降
格
を
受
け
入

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

当
局
の
管
理
者
に
対
す
る
人

事
管
理
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
再
任
用
で
新
た
な
差
別
？

　
来
年
度
再
任
用
者
に
　
名
19

の
特
別
国
税
調
査
官
や
特
別

国
税
徴
収
官
の
ポ
ス
ト
が
新

設
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
税
は
、
一
部
管
理
職

だ
け
を
優
遇
せ
ず
、
再
任
用

者
の
給
与
引
き
上
げ
等
、
雇

用
条
件
の
改
善
を
求
め
闘
っ

て
い
き
ま
す
。

一般上席・女性の発令一定改善　
侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

　女性登用　中高年（50歳代）の
　6級ポスト

 一般上席から
　 の 6級ポスト　6級ポスト局　名

 7名 普39期・40期から 3名。
 後は40歳台

 4名（付上席1
 名含む）

 41名（前年同数）内訳
 は局員25名、署16名札　幌

 少なくとも8
 名に発令（昨年
 の2名から大 
 きく前進）

 普37期・38期・専 16、56
 年採用に発 令。普41期以
 前5名、専16期1名。
 （50歳台後半）は切り 捨て 
 られたか？

 15名
 昨年（18名）よ
 りやや減

 59名
 前年（61名）並み。
 内訳は局員19 名、  総
 括・補佐等25名

仙　台

 17名 普33期・専12期以 降29
 名に発令。普 41 期以前23
 名、専16 期以前5名。
 女性の 発令2年間なし。

 56名（前年より
 5名増）

 135名に発令（前年より
 15名増）。内訳は局員 
 32名、 総括・補佐等47
 名

関　信

 25名（一般上
 席から13 名）

 普32期、47年と48 年採
 用、専６、7期に発令なし。
 50歳以上57名。

 303名(局員103名、
 署から200名)東　京

 12名 22名 117名（前年より13名 
 増）。名古屋

 副署長を含む
 3名

 普33期・専8期以降6名 9名(前年より 
 2名増

 29名（前年より3名増。
 内訳は局員13名、署か
 ら総括・補佐等16名）

金　沢

 27名　一般上
 席から10名

 普34期・専9期以降35名。
 普41期以前23名、専16
 期以前15名

 122名
 前年より33名
 増

 229名（前年より3名
 増）。内訳は局員59名、
 総括・補佐等48名

大　阪

 指定1名、6Ｐ
 に1名（いず 
 れも51年採）

 3名（普41期、専16期、女 
 性51年採用に各1名発令） 
 51歳以上男性は切り捨て
 か

 7名
 （内女性1名）

 34名に発令　昨年同数

高　松

 普33・34期に各1名、福
 岡局10名、熊本局5名

 昨年より増加福　岡
熊　本

各局の発令状況 全国税調べ。調査日現在

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

下
げ
は
職
員
の
日
常
生
活
さ

え
も
脅
か
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。

　
労
働
基
準
監
督
署
で
「
公

務
員
の
賃
下
げ
が
あ
っ
た
か

ら
従
業
員
の
賃
金
は
い
く
ら

ま
で
下
げ
て
い
い
の
か
」
と

の
相
談
が
あ
っ
た
と
い
う
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
臨
時
特
例
法
」に
よ
る

賃
下
げ
は
、
民
間
労
働
者
の

「
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
」

を
促
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る

は
ず
の
労
働
基
本
権
が
制
約

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
憲
法
違

反
で
な
い
の
は
、「
代
償
措

置
」
と
し
て
人
事
院
勧
告
の

制
度
が
あ
る
か
ら
で
す
。
人

事
院
制
度
に
基
づ
か
な
い
賃

下
げ
は
、
安
心
し
て
働
く
こ

と
の
で
き
る
環
境
を
破
壊
す

る
も
の
で
、
納
得
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
賃
下

げ
を
撤
回
す
る
こ
と
が
労
働

者
の
労
働
条
件
向
上
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
国
は
使
用

者
と
し
て
労
働
者
の
権
利
を

保
障
す
る
姿
勢
を
国
民
に
示

す
べ
き
で
す
。

　
賃
下
げ
前
に
比
べ
て
、
源

泉
徴
収
票
の
総
支
給
額
は
約

　
万
円
の
減
少
に
な
り
、
2

730
0
0
年
と
ほ
ぼ
同
水
準
に

な
り
ま
し
た
。「
臨
時
特
例

法
」
に
よ
る
賃
下
げ
は
　
年
12

も
の
長
い
時
間
を
逆
戻
り
さ

せ
ま
し
た
。　
年
間
も
の
努

12

力
を
全
否
定
す
る
む
ご
い
仕

打
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
家
庭

の
あ
る
職
員
か
ら
は
住
宅

ロ
ー
ン
や
教
育
費
で
家
計
が

苦
し
い
と
、
若
い
職
員
か
ら

は
預
金
引
き
落
と
し
が
残
高

不
足
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
賃

　陳述書(要旨)　　　　　　　
　　　　　　原告番号:127原告氏名：高橋　浩司

「賃下げ違憲訴訟」陳述書提出
高橋原告（越谷分会）、賃下げの影響と職場感情を訴え！
　　　　　　　　　関信地連・「全国税さいたま」より転載



(　2　)

　
６
月
　
～
　
日
、
第
７

１５

１６

回
全
国
税
北
海
道
地
連

「
山
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
予
想
の

た
め
、
当
初
の
標
高
１
２

３
０
m
の
オ
ロ
フ
レ
山
か

ら
札
幌
近
郊
の
標
高
７
６

５
m
の
小
天
狗
山
に
変
更

し
　
名
が
挑
戦
し
ま
し

１０
た
。「
定
山
渓
の
小
天
狗

岳
。
こ
れ
な
ら
散
歩
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
け
っ
こ

う
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
た
」

「
ヨ
レ
ヨ
レ
に
な
り
な
が

ら
も
何
と
か
頂
上
ま
で
行

け
た
」
な
ど
日
ご
ろ
の
健

脚
（
？
）
を
示
し
、「
木
々

の
間
を
抜
け
て
歩
く
気
持

ち
良
さ
を
感

じ
た
」と
は
挑

戦
者
の
声
。

　
恒
例
の「
ふ

も
と
の
つ
ど
い
」
は
登
別

温
泉
で
開
催
さ
れ
、　
名
１８

の
組
合
員
・
組
合
員
Ｏ
Ｂ

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

温
泉
に
ゆ
っ
た
り
と
つ
か

り
、
お
い
し
い
お
酒
を
飲

ん
で
、
す
ば
ら
し
い
仲
間

た
ち
と
、
時
の
流
れ
を
飛

び
越
え
て
語
り
合
う
な

ど
、
日
ご
ろ
の
疲

れ
を
吹
き
飛
ば

す
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
恒
例
の

一
言
ス
ピ
ー
チ

で
は
、
制
限
時
間

い
っ
ぱ
い
を
使

い
一
年
の
出
来

事
や
思
い
の
丈

を
交
流
し
あ
い
ま
し
た
。

当
然
、
一
次
会
で
は
収
ま

ら
ず
、
部
屋
に
戻
っ
て
の

二
次
会
も
、
夜
中
ま
で
続

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
前
日
と
打
っ

て
変
わ
っ
て
天
気
に
恵
ま

れ
、
旭
川
・
網
走
か
ら
の

参
加
者
６
名
は
、
オ
ロ
フ

レ
山
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

「
霧
も
晴
れ
て
函
館
が
見

え
た
」
な
ど
眺
望
を
満
喫

し
た
そ
う
で
す
。
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誰
が
賃
下
げ
法
案
に
賛
成

し
た
ん
だ
！

【
関
信
・
埼
玉
県
支
部
】

　
関
信
国
税
機
関
紙
１
５

４
５
号
に
、
局
長
交
渉
で

給
与
削
減
は
平
成
　
年
３

２６

月
で
必
ず
終
了
す
る
よ
う

要
求
し
た
と
あ
る
。

　「
政
治
的
な
事
情
に
よ
る

給
与
削
減
」「
皆
が
や
む
を

え
な
い
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
」
と
い
う
が
、
ど
こ

の
組
合
の
ト
ッ
プ
幹
部
が

組
合
員
に
も
諮
ら
ず
、
民

自
公
に
協
力
し
賃
下
げ
法

案
を
成
立
さ
せ
た
の
か
。

　
関
信
国
税
組
合
員
や
未

加
入
の
職
員
は
、
賃
下
げ

が
や
む
を
え
な
い
な
ど
と

思
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、

全
国
税
に
対
す
る
支
援
に

表
れ
て
い
る
。

　
ト
ッ
プ
が
こ
れ
だ
け
職

場
感
情
と
か
い
離
し
て
い

る
組
合
に
、
あ
な
た
は
ま

だ
残
る
の
で
す
か
？

あ
な
た
の
声
を
組
合
ま
で

【
東
海
・
豊
田
分
会
】

▼
５
時
に
な
っ
て
も
な
か

な
か
帰
れ
な
い
帰
り
づ
ら

い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

管
理
者
が
き
ち
ん
と
帰
る

よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
ね
。
職
員
も
時

間
に
な
っ
た
ら
帰
る
よ
う

に
し
よ
う
▼
一
昨
年
度
は

豊
田
署
で
は
不
祥
事
続
き

と
聞
い
て
い
ま
す
。
一
昨

年
の
異
動
直
後
の
「
強
盗
」

　
月
の
「
飲
酒
運
転
」
な

11ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

長
期
に
休
ん
で
い
た
人
が

数
名
も
い
た
と
か
聞
い
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
が

起
こ
ら
な
い
働
き
や
す
い

職
場
作
り
に
管
理
者
が
先

頭
に
立
っ
て
ほ
し
い
。

▼
事
務
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
人
員
に
見
合
う
計
画

を
作
っ
て
欲
し
い
。
無
理

の
な
い
計
画
を
立
て
て
ほ

し
い
。

▼
チ
ャ
イ
ム
の
音
が
小
さ

く
聞
こ
え
な
い
。
も
っ
と

大
き
く
し
て
ほ
し
い
。

▼
夏
季
休
暇
は
も
ち
ろ
ん
、

あ
ら
ゆ
る
休
暇
に
つ
い
て

適
切
に
運
用
し
て
欲
し
い
。

職
場
に
未
来
は
あ
る
の
か

【
北
陸
地
連
】

　
給
与
の
減
額
措
置
が
続

く
中
で
「
せ
め
て
配
転
で
優

遇
し
て
欲
し
い
」
と
多
く
の

職
員
が
考
え
て
ま
す
。

　
し
か
し
、
職
員
の
希
望

と
は
裏
腹
に
、「
公
務
の
要

請
…
…
」
が
優
先
さ
れ
、
多

く
の
職
員
が
遠
距
離
通
勤

や
単
身
赴
任
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。「
公
務
の
要

請
」
に
職
員
が
納
得
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。

信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

○
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が

起
き
て
い
ま
す
。「
業
者
が

変
わ
る
度
に
賃
金
が
下
が

る
」「
未
払
い
給
料
を
支
払

わ
な
い
」「
明
日
か
ら
来
な

く
て
い
い
」。
民
間
の
話
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
公

務
の
職
場
で
働
く
労
働
者

が
、
こ
ん
な
目
に
遭
っ
て

い
ま
す
。

○
清
掃
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が

「
私
、
時
給
７
９
０
円
で
す

よ
」
と
。
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。
大
阪
府
下
の
最
低
賃

金
は
８
０
０
円
で
す
か
ら
。

○
公
契
約
に
よ
る
仕
事
の

代
金
は
税
金
か
ら
支
払
わ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
働
く
人

が
、
貧
困
で
あ
る
よ
う
な

公
の
契
約
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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地
連
だ
よ
り

　
北
海
道
地
連

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

戦後68年の夏に退職を迎えて
山口　潤一郎（全国税中央執行委員・元中央執行委員長）

　70年代、日本社会が変わるかもしれないと言わ
れた時代に税務署に就職しました。一統括が職場
飲み会で出たサッポロビールのラベルを指して「ア
カはダメだ」と撤去させたのを見て、大学と国税の
風土の違いに大きなずれを覚えたのは37年前のこ
とでした。

　90年代、大蔵官僚腐敗事件が批判を浴びた時代に全国税本部で専従
し、長官交渉で全国税への絶対的差別であった統括官発令を勝ち取り単
身赴任を二年で解消させた場面に立ち会いました。後日、当局側担当者
が交渉の途中で組合員が号泣したのはなぜかと説明を求めてきたことに
ずれを感じたことが記憶に残っています。弱者の労働組合が勝利するこ
とは稀です。その感激が理解できなかったのでしょう。
　先日、自民党は「ねじれ解消」を唱えて参院での過半数を制しました。
多くのメディアが「決められる政治を」と「ねじれ解消」を後押しし、
三年後の衆参同時選挙まで政権を担うと言われている安倍首相は憲法改
悪、原発再稼働、ＴＰＰ参加、消費税増税に突き進もうとしています。
世論は、ＴＰＰを除きいずれも反対の声が過半数です。「解消」しなけれ
ばならないのは民意と議席数のねじれです。メディアは、その「ねじれ」
をさらに拡大させようとしています。先日、テレビ朝日の「たけしのＴ
Ｖタックル」で憲法九条を「議論」していましたが、護憲派の発言を改
憲派が大声でかき消し、とても議論とは思えない番組でした。国民「代
表」の出演者も世論を反映した人選とは思えません。安倍首相と高級料
亭で会食を続けているメディアの役員の下でマスメディアが改憲ムード
を広げ国民を騙そうとしているように思えます。
　改憲派は「周辺諸国の日本侵略」などを想定し、中国、北朝鮮そして
韓国を「反日」国家だとして国防軍創設のため憲法九条を「改正」すべ
きと言います。
　しかし、「反日」の「日」は誰を何を指しているのでしょう。日本人全
体でしょうか？　日本国そのものでしょうか？　違うのではないでしょ
うか。靖国神社参拝を強行し、従軍慰安婦は強制ではなかった、そもそ
もあの戦争は侵略戦争ではなかったという歴史認識を指すのではないで
しょうか。
　三年前ソウルの西大門刑務所歴史館を訪れた時のことです。植民地時
代に日本軍によって収監され拷問され虐殺され、戦後は政権に反対する
人々を拷問してきた歴史が刻まれている歴史館のボランティアガイドの
男性が「将来に向けた良き隣人関係を」と話してくれたことが印象に残
りました。初めての国で地下鉄の乗り場に戸惑っていると、親切にも
300ｍも離れた改札口まで案内してくれた女性の優しさと親切心など、
あちこちの街角で韓国の人々の温かさに触れることができました。
　こうした東アジアの隣人との交流を広げていくことこそが平和を守る
ことになると確信しています。憲法九条の下で自衛隊員は一人も殺さず
一人も戦死していません。真実を探求する税務職員が、この憲法を守り
世界に広げることを願っています。

核兵器なくせ！
核
兵
器
の
な
い
平
和
で

公
正
な
世
界
を

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
、

ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
、

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
！

　
原
爆
投
下
か
ら
　
年
目
の

68

原
水
爆
禁
止
2
0
1
3
年
世

界
大
会
が
8
月
3
日
か
ら
9

日
、
広
島
・
長
崎
市
内
で
開

催
さ
れ
、
7
0
0
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
の
世
界

大
会
に
は
、
米
国
、
ロ
シ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
中
国
の

核
保
有
5
カ
国
を
含
む
　
カ
20

国
や
国
際
組
織
な
ど
か
ら
　90

人
の
海
外
代
表
が
参
加
。
世

界
大
会
で
は
、「
核
兵
器
の

な
い
世
界
」
と
い
う
被
爆
者

の
願
い
を
受
け
継
ぐ
と
と
も

に
、
2
0
1
5
年
に
開
催
さ

れ
る
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）再
検
討
会
議
に
向
け
て
、

【
写
真
は
南
大
阪
支
部
機
関
紙
よ
り
】

原
爆
投
下
か
ら
　
年
68 原水爆禁止2013年世界大会ひらく

「
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
巨

大
な
う
ね
り
を
つ
く
り
だ
そ

う
」（
国
際
会
議
宣
言
）
と
新

た
な
国
際
的
行
動
を
呼
び
か

け
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

国
内
外
の
圧
倒
的
な
世
論
を

つ
く
り
だ
す
こ
と
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
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